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６
月

日
（
金
）
午
後
、
西
柘
植
市
民
セ
ン
タ
ー

21

会
議
室
で
い
が
ま
ち
の
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

役
員
と
区
長
が
集
ま
り
、
最
近
の
い
が
ま
ち
の
情
勢

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
３
地
域
の
代
表
を
務
め
る
壬
生
野
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
界
外
直
樹
会
長
（
上
写
真
中
央
）

が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
説
明
や
伊

賀
市
の
宮
崎
企
画
振
興
部
長
（
写
真
右
）

や
居
附
伊
賀

支
所
長
（
写
真
左
）

な
ど
か
ら
、
ふ
る
さ
と
会
館
や
支

所
な
ら
び
に
新
堂
駅
周
辺
の

件
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
内
の
会
議
で
支
所

の
あ
り
方
な
ど
重
要
な
こ
と

が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
年
末

ま
で
に
は
市
と
し
て
の
方
向

性
が
示
さ
れ
る
模
様
で
す
。

い
が
ま
ち
に
と
っ
て
、
重

要
な
時
代
に
差
し
掛
か
っ
て

お
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
様
々
な
情
報
が
届
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
人

ひ
と
り
の
住
民
が
関
心
を
持
っ
て
、
難
し
い
時
代
で

す
が
、
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

指
定
避
難
所
別
初
動
リ
ー
ダ
ー
（
敬
称
略
）

①
柘
植
小
学
校

初
動
リ
ー
ダ
ー
代
表
（
辻
本
佳
奈
）

運
営
本
部

総

務

受

入

管

理

救

護

岡
山
洋
人

中
村
義
久

宮
島

稔

松
村
賢
吾

山
本

浩

北
島

聡

福
永
泰
治

清
水
昭
良

加
藤
順
人

中
西
康
文

辻
本
佳
奈

大
道
新
悟

片
岡

悟

唐
川
信
吾

冨
井
せ
つ
子

平
野
絹
子

北
川
智
子

新

輝
美

西
口
佳
代
子

森
田
直
美

②
柘
植
中
学
校

初
動
リ
ー
ダ
ー
代
表
（
安
岡
泰
志
）

運
営
本
部

総

務

受

入

管

理

救

護

石
河
貢
平

内
田
英
治

小
川
充
比
古

杉
本
克
也

金
谷
明
典

菊
地
邦
夫

西
田

均

岡
澤
敏
史

藤
田

良

安
岡
弘
道

安
岡
泰
志

森
嵜
泰
成

藤
井
久
登

山
下
典
寛

宮
島
尚
希

藤
島
靖
史

笹
島
恒
夫

佐
治
弘
美

岡
村
恵
美

松
浦
史
祥

片
岡
睦
子

今
堀
ま
す
み

梅
澤
依
子

中
西
清
子

梅
田
幸
子

中
嶋
恭
子

杉
本
秀
子

岡
山
真
理
子

③
い
が
ま
ち
人
権
セ
ン
タ
ー

総
括
（
坂
井
悟
）

運
営
本
部

総

務

受

入

管

理

救

護

杉
野
津
軽

坂
井
英
明

植
田
雄
二

山
崎
え
り
子

谷
口
由
里
代

④
小
杉
区
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー

総
括
（
堀
川
康
幸
）

運
営
本
部

総

務

受

入

管

理

救

護

松
山
宗
達

増
田
雅
巳

瀧
本
裕
也

堀
川
晶
代

松
山
久
美
子

２
頁
記
事
参
照
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二
〇
一
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令
和
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）
年
七
月
十
五
日
（
月
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

七
月
の

伊
吹
嶺
そ
こ
に

天
守
閣

橋
本
秀
子２年間、避難所開設時の担当としてよろしくお願いします。
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自
主
防
災
実
行
委
員
会
を
開
催
！

自
主
防
災
実
行
委
員
会

６
月

日
（
火
）
、
令
和
元
年
度
第
１
回
目
の

１８

「
自
主
防
災
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
区
１
名
ほ
か
、
施
設
管
理
者
、
行
政
関
係
者
等
、

委
員
の
皆
さ
ん
は
大
半
が
新
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
末
ま
で
の
２
年
間
、

柘
植
地
域
の
自
主
防
災
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

方
々
で
す
。

会
議
で
は
自
己
紹
介
、
「
委
嘱
状
」
の
配
布
に

続
き
、
本
年
度
の
自
主
防
災
事
業
計
画
と
行
事
予

定
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
川
伊
賀
市
危
機
管
理
監
（
写
真
）

か
ら

は
、
「
土
砂
災
害
防
止
法
」
や
５
月
末
か
ら
運
用

が
開
始
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
補
足
説

明
が
あ
り
、
住
民
自
身
が
避
難
を
決
断
す
る
判
断

基
準
と
し
て
レ
ベ
ル
１
～
５
の
意

味
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
し
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ま
も
警
戒
レ
ベ
ル
の
情
報
を
ふ
ま

え
て
、
ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
！

初
動
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催
！

６
月

日
（
土
）
夜
、
市

２９

民
セ
ン
タ
ー
で
自
主
防
災
活

動
の
大
き
な
要
で
あ
る
指
定

避
難
所
開
設
に
係
る
今
年
度

最
初
の
初
動
リ
ー
ダ
ー
全
体

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
区
よ
り
５
名
ず
つ
選
出

さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
（
各
係
）
が
、
災
害
時
に

地
域
内
４
カ
所
で
開
設
さ
れ
る
避
難
所
初
動

期
の
運
営
の
流
れ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

実
際
の
災
害
発
生
時
に
は
初
動
リ
ー
ダ
ー

全
員
が
そ
ろ
っ
て
活
動
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
お
互
い
に
臨
時
の
業

務
を
遂
行
す
る
こ
と
も
視
野
に
話
し
合
い
が

さ
れ
ま
し
た
。

改定された避難勧告に関するガイドライン

（広報「伊賀市」７月１日号より転載）

自主防災実行委員会（６月１８日）

１ページに各区

選出の初動リー

ダー名簿掲載

初動リーダー会議

（６月２９日）

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
７
月
も
す
で
に
半
ば
。
梅
雨
末
期
の
豪
雨
に
備
え
、
各
家

庭
は
も
ち
ろ
ん
各
区
で
非
常
時
の
体
制
確
認
な
ど
、
早
め
の

対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
▼
記
事
に
あ
る
よ
う
に
柘
植

地
域
の
新
体
制
も
整
備
で
き
て
き
ま
し
た
。

（
西
田
方
計
）

６月16日（日）午前、一日順延となった体育祭が開催されました。子どもたちの晴れ
やかな笑顔がどんよりした雲を吹き飛ばす一日となりました。（写真は３年生）


